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田んぼの生きもの研究　大 ！合
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琵琶湖博物館・近江地域学会生きもの豊かな農村づくり研究会・日本生態学会近畿地区会 共催

12月16日(日)
会場：琵琶湖博物館ホール 
　　　　（滋賀県草津市下物町 1091 番地）

10:00~17:00
2018 年
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ミニシンポジウム   15:00~16:50
　「田んぼに生き物をよびもどす小技集」　
　　お金も手間もあまりかけなくても、ちょっとした工夫で、
　　田んぼの生きものがぐっと豊かになる。そんな小技を大公開！
　　　話題提供
　　　三橋弘宗：田んぼで出来る小さな自然再生
　　　金尾滋史：田んぼで見つけた小さな自然再生のヒントと課題
　　　本多　清：減農薬から「優農薬」へ　
              　 　　～慣行農法でもできる共生農業の小技特集！～

琵琶湖博物館・近江地域学会生きもの豊かな農村づくり研究会・日本生態学会近畿地区会 共催

ɹࣄલਃࠐෆཁɺೖ৔ແྉɹࣄલਃࠐෆཁɺೖ৔ແྉ

研究発表　

　　■一般講演①　10:08~11:20
　　　　■ポスターセッション　11:30~12:20
　　　　　　■一般講演②　13:20~14:44

全国から集まったさまざまな人たちによる、
さまざまな田んぼの生き物研究です

琵琶湖博物館・近江地域学会生きもの豊かな農村づくり研究会・日本生態学会近畿地区会 共催琵琶湖博物館・近江地域学会生きもの豊かな農村づくり研究会・日本生態学会近畿地区会 共催

　　　　　■問い合わせ先■　
　　　琵琶湖博物館　大塚泰介・金尾滋史・鈴木隆仁　
電話：077-568-4812　E-mail：ohtsuka-taisuke@biwahaku.jp

問い合わせ先■　
　　　琵琶湖博物館　大塚泰介・金尾滋史・鈴木隆仁　　　　琵琶湖博物館　大塚泰介・金尾滋史・鈴木隆仁　
電話：077-568-4812　E-mail：ohtsuka-taisuke@biwahaku.電話：077-568-4812　E-mail：ohtsuka-taisuke@biwahaku.
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青田朋恵・琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協議会・滋賀県農政課：

　　琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業～世界農業遺産認定を目指して～

是永　宙・田和康太・中西康介・金井亮介・村上大介・池田大輔・井上四郎太夫・黒田末壽：

　　「椋川　人々のくらしと田んぼの生きもの」―地域と大学による 10 年間の成果―

淺野悟史・河上康子・奥田　昇：　田んぼの環境保全活動の効果はどこまで広がる？―ニホンアカガエルの DNA から考える

齊藤光男・山下博康・貸谷康宏・西　昇悟：　ナゴヤダルマガエルには「かえる家」があるのか？～ PIT タグを用いた移動追跡調査～

馬渕浩司・西田一也・吉田　誠・中田聡史・波多野圭亮・古賀勝之：　　　　　　　　　

　　 琵琶湖周辺水域におけるコイ・フナ・ホンモロコ類の産着卵・仔稚魚調査

脇坂英弥：　巨椋池干拓地はケリにとって暮らしやすいところ？

˙����� ʙ �����ɹϙελʔηογϣϯ（ポスターは 12 月 24 日（月）まで琵琶湖博物館内に掲示）

渡辺圭一郎：　滋賀県南部における水田未記録のワムシの調査報告

渡辺黎也・日下石碧・横井智之：　水田内と景観の要因が水生昆虫群集に与える影響

朱　宏楊・大西晴日・金本さくら・河田彩里・西田駿吾・上村　愛・坂田汐里・今村優里・遠近　凌・馬　星星・島本佳苗・竹内一輝・

段松優希・西川祐輝・韓　暁倩・羅　勝鐘・馬　建・金　紅実・谷垣岳人：　京都府京丹後市での絶滅危惧種ゲンゴロウ類保全型米作

　りの実践〜龍谷大学政策学部の政策実践探求演習Ⅰ A Ⅱ A（通称、南京 PBL）の取り組み〜 

山口晟司・伊藤弘太・大久保卓也・大植伸之：　農業排水路に設置した人工産卵床による在来魚の増殖方法の検討

星野光司・中野光議・加藤絢也・一恩英二：　農業水路におけるフナ類とドジョウが好む環境の違い

加藤絢也：　全面傾斜隔壁魚道においてドジョウの遡上率に濁水が与える影響

久岡知輝・中西康介・北野大輔・森井清仁：西田隆義：　共存 or 棲み分け？滋賀県におけるカラドジョウとドジョウの生息実態

掛橋竜祐・大塚泰介・倉林　敦：　琵琶博周辺の水田に現れた背中線をもつヌマガエルの遺伝的解析

山田七緒子：　大垣市におけるツバメの営巣記録（2008-2018）

大塚泰介・北野大輔：　「田んぼの生き物全種リスト」補完計画の進行状況について（続報）

˙����� ʙ �����ɹ�Ұൠߨԋᶄ 
中野光議・森井清仁：　タイワンシジミが在来種に与える影響

山川栄樹・田んぼの生きもの調査グループ：　循環灌漑を実施する水田地域における大型鰓脚類の生息状況の特徴

江口優志・橋本洸哉・早坂大亮：　殺虫剤・除草剤がトンボ幼虫に及ぼす直接・間接影響の評価

林　紀男・新井　裕・松木和雄：　アキアカネ若齢幼虫の食性

北野大輔・浅香智也・鈴木誉士・中川雅博・曽我部共生：　農業用溜め池　淡海湖に棲むタンカイザリガニのいま

山崎真嗣：　浮遊性の水生食虫植物であるイヌタヌキモ（Utricularia australis）周辺の微小水生生物群集について

清水武俊：　分子生物学的手法による田面水中の細菌群集構造の解析

ɹ˙����� ʙ �������ϛχγϯϙδ΢Ϝ　

　「田んぼに生き物をよびもどす小技集」
　　三橋弘宗：　田んぼで出来る小さな自然再生

　　金尾滋史：　田んぼで見つけた小さな自然再生のヒントと課題

　　本多　清：　減農薬から「優農薬」へ　慣行農法でもできる共生農業の小技特集！

ɹɹɹɹ˙ �������ดձѫࡰ
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写真：　本多　清　　三橋弘宗　　金尾滋史　　デザイン ･写真　古谷愛子　
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青田朋恵・琵琶湖と共生する滋賀の農林水産業推進協議会・滋賀県農政課：

宙・田和康太・中西康介・金井亮介・村上大介・池田大輔・井上四郎太夫・黒田末壽：

田んぼの環境保全活動の効果はどこまで広がる？―ニホンアカガエルの DNA から考える

ナゴヤダルマガエルには「かえる家」があるのか？～ PIT タグを用いた移動追跡調査～




